
　西条市からもっと情報を入れてほしい。課題の解決が必要
であれば、私どもの研究者に研究させます。成分や効果の分
析により、市場に対して有利に出荷することが可能となりま
す。遠慮せずどんどん課題を投げかけてほしいと思います。

(独)農業・食品産業技術総合研究機構
食品総合研究所

林　徹 所長

　低コストの冷却水により、夏の暑さをクリアして安価な苗
の生産が実現すれば、中山間傾斜地という不利な耕作条件で
あってもトマトの二期作ができるようになり、収量・所得の
向上が見込まれ、農地の荒廃防止の一助となります。

(独)農業・食品産業技術総合研究機構
近畿中国四国農業研究センター　四国センター

菅谷 博 中山間傾斜地域施設園芸チーム長

　低コストの冷熱を大量に利用できることは、学術的にも大
変興味があります。従来の農業だけでは限界があるため、第
２の農業の一つとして植物工場と冷熱を組み合わせた技術に
よる食料増産という考え方もあるのではないでしょうか。

愛媛大学　農学部

仁科弘重 副学部長

　食料とエネルギーで自立した地域を形成するためには、バ
イオマスをすべて使い切る総合利活用が必要です。１次産業
と２次産業の有機的な連携を強化することにより、ＣＯ２と
水の特性を利用した技術開発が具体化に向けて加速します。

東北大学

新井邦夫 名誉教授

　０ターン（２地域居住）を実践しています。１カ月のうち
西条で３週間、東京で１週間生活していますが、生活費は西
条の３週間と東京の１週間がほぼ同額です。大変住みやすい
ので、先生方にも西条との２地域居住をお勧めします。

ＬＬＰトライアウトえひめ

田端剛爾 技術顧問

　閉鎖循環飼育とは基本的に排水がない養殖技術であり、実
用化試験中です。この技術と低コストの温度管理技術を連携
させることで安全性の高い魚の供給が可能となり、地域の食
文化の保全にも役立つと感じています。

(独)水産総合研究センター
屋島栽培漁業センター

山本義久 主任技術開発員

　　　　　　　　　夏においしいイチゴを収穫するにはまだ
まだ工夫が必要ですが、西条市の『水』を上手に使うことに
より、10ａで10ｔの収穫が実現するのではないかという感触
を持っています。また、ゼロエミッション都市として外部に
ゴミを出さないまちづくりもできるのではないでしょうか。

大阪府立大学大学院
生命環境科学研究科

池田英男 教授

　西条市で開発が進んでいるＭＨ冷凍システムは、水素を消
費しない実用化技術として、海外からも注目され始めていま
す。水素利用技術として事業化されているニッケル水素電池
に続き、事業化される有力な候補として期待しています。

東海大学　理事・副学長
工学部・情報デザイン工学部

内田裕久 学部長

　当センターは全国でも唯一裸麦の育種をしている研究機関
であり、西条市でも裸麦は多く栽培されています。飛び込み
でもいろいろ相談に乗りますので、ぜひ裸麦の加工も今以上
に特産品として取り組んでほしいと思っています。

　食糧増産が叫ばれる中、養殖業は効率が悪いように思われ
ますが、陸上養殖は海を汚さず環境保全が可能な技術なので
自然漁場との両立による海洋資源の保全が可能となり、豊か
な食生活の支えになる技術です。

東海大学　海洋学部水産学科

秋山信彦 教授

　　　　　　　　　人間は、食無しには有り得ないし、今回
視察した現場は、工業と食品産業がつながる大変良いモデル
で興味深いものでした。ただ、付加価値の向上を考えた場合、
花卉（かき）などにも活用すれば、地域の産業が、もっと活
性化するのではないかと思います。

㈳おいしさの科学研究所

山野善正 所長

　バイオマス利用の検討を始める必要を感じます。食品加工
流通コンビナート構想では、地域の産品を地域で消費し、最
後は堆肥として地域で利用するゼロエミッションの仕組みが
構築されることを期待します。

東京農業大学

山本　出 名誉教授

(独)農業・食品産業技術総合研究機構
近畿中国四国農業研究センター　四国センター

関谷敬三 産学官連携リーダー
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食品加工流通コンビナート構想とは
　西条市とサイクス（㈱西条産業情報支援センター）を中心に産学
官連携で研究開発を進めているノンフロンで省エネ型の「ＭＨ（水
素吸蔵合金）冷凍・冷蔵システム」の技術を活用し、農水産品を集
荷・加工・貯蔵し、食料を安全で効率的に供給する食料産業クラス
ター（集合体）を形成しようとするものです。
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